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猛
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論

蟻

、

水
戸
藩

レ
於
け
ろ
各
種

の
貯
穀

第

+
七
巻

.

.(第
五
號

四

二
)

六
四
〇

水
戸
藩

に
於
け
る
各
種
の
貯
穀

(
水
戸
藩
常
卒
倉
の
研
究
、
本
論
の
二
)

本

庄

榮

治

郎

第

一
脾即

緒
…

言

水
暴

に
於
て
は
齊
昭
か
天
保
二
年
に
寧

倉
を
設
け
た
・
昌

暫

述

べ
薪

・
聖

で
・
糺

、
黍

同

藩
に
は
稗
倉

が
あ
り
、
齊
昭
の
こ
き
に
は
こ
の
外
に
肚
倉

・
義
倉
の
計
諾
も
あ
っ
て
、貯
穀
に
就
て
は
随
分
、
力
を

鑑
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
故

に
絃
に
は
先
づ
水
戸
藩
に
於
て
如
何
な
る
種
類
の
貯
穀
が
あ

っ
た
か
を
研
究
し
て
見

担
い
c
こ
の
こ
芭
は
や
が
て
常
竿
倉
の
性
質
や
目
的
を
窺

ふ
π
め
に
為
必
要
な
こ
・し
で
あ
ら
う
。

「
水
戸
藩
史
料
」
に
は

『
金

穀
の
蓄
備
』
ε
題
す
る
條
が
あ

っ
て
、
『
軍
制
武
備
の
板
張
ご
同
時

に
金
穀
の
蓄
備
も

サ

む

　

　

む

、
亦
齊
昭
の
苦
心
輕
瞥

せ
し
所
な
り
。
抑
も
蓄
稗
は
先
代
光
陽
以
轟

解

し
棲

に
て
、
常
孕
倉
は
齊
昭
の
天
保

　

　

　

　

年
間

に
創
馨

し
所
な
レ
。
癸
丑

〔糠

)
以
後
に
至
b
て
は
叉
倍

・
其
釜

田殖
を
努

め
、
且

つ
藷

肚
倉
等

の
注

あ
-
』
云
々
轟

き
、「
是
塒
に
導

離

)
累
年
蓄
積
せ
る
結
饗

し
て
米
穀
倉
馨

充
満
し
、
陳

・
紅
腐

せ
る

も
の
あ
り
。
而
し
て
常
牢
舎
の
外
、
別

に
備
荒
貯
稗
及
各
部
の
蓄
.敷
も
亦
少

か
ら
す
、
郡
奉
行
金
子
敏
孝
の
調
査

1)本 誌第†六巻…丘號12頂

2)上 編龍巻883頁

■



せ
し
書
操

れ
ば
大
略
左
の
如
し
(綴

醒

)

西
郡
分

一
稗

二
+
七
萬
二
千
五
百
三
十
俵
八
升
六
合

役
所
貯
井
鎭
守
秘
穗
溜
穀
等

右 金 黍 粟 米 紙 稗

四
萬
四
百
四
十
九
懐

育
九
+
六
石
八
斗
五
升
七
合

九
萬
九
百
五
十

一
優

廿
玉
石
四
升
五
合

二
千
五
俵

二
百
七
斗
四
升

↓
合

.百
四
十
三
俵
九
升

一
合

拾

俵

参
拾
両

三
分

蝋

三
貫
入
百
五
拾
宣
交

之

魎

右
四
部
分
ε
あ
る
は
四
部
管

の
貯
賊
合
計
な
り
。
暴
れ
先
代
以
來
綴
績

せ
し
貯
藏
に
て
、累
年
増
加
し
だ
る
も
の
な

り
。
又
役
所
貯
井

に
鎭
守
初
穂
溜
穀
ε
あ
る
は
郡
廃
の
貯
穀
及
び
枇
倉
義
倉
の
類
を
い
ふ
」

・し
あ
っ
て
、
當
時
の

貯
敷
高
も
大
凡
明
か
で
あ
る
し
、
稗
倉
や
常
半
角
の
外
に
、
役
所
貯
ε
か
鎮
守
初
穂
ご
か
、
溜
救
ε
か
の
貯
穀
の

あ
っ
だ
こ
ε
も
明
か
で
あ
る
。
其
他
、
懐
物
や
手
元
貯
穀
な
ぎ

稠
す
る
も
の
も
あ
っ
た
(薮

慰

。
常
卒
倉

に
つ

い
て
は
更

に
稿

を
改

め

て
其

顛
末
を

明
か

に
す

る

つ
も

り

で
あ

る
か
ら
、
藪

に
は
、
其

他

の
貯
穀

に

つ
い
て
、
名

稠

の
如

何

に
か

、
は
ら
す

、
そ

の
性
質

か
ら
見

て
義
倉

噺
肚

倉
及

び
其
他

の
も

の
に
別

ち
て
、
そ

の
大
様

を
述

べ

論

叢

水
戸
藩
に
於
け
ろ
各
種
の
貯
穀

鋸
十
七
巻

(第
五
號

四
三
)

六
四

一

3) 同 上、89斗 頁



、

論

叢
.

水
戸
藩
に
於
げ
ろ
沓
種
の
貯
毀

て
見

た

い
ご
思

ふ
。

第
十
七
巻

(第
五
號

四
四
)

六
四
二

第
二
節

義

倉

義
倉
は
既
に
聾

姦

句
・
大
讐

於
て
纂

者
の
義
夏

は
課
徴
に
よ
っ
て
、
穀
物
を
出
さ
し
め
政
府
が
之

を
管
轄
し
て
便
宜
な
重
要
な
礎

に
貯
穀
を
な
し
、
入
用
の
時
に
窮
践
に
給
興
す
る
の
法
で
あ
る
。
義
公
の
創
設

さ

れ
た
所
謂
稗
倉
は
、
そ
の
性
質
に
於
て
は
義
倉

に
　閥
す
る
も
の
た
る
こ
ε
は
、
毫
も
疑

ふ
の
除
地
が
な

い
。

一
、
稗
倉
。
稗
倉
の
出
来
だ
精
確
な
年
月
は
明
か
で
な

い
が
、
寛
文
延
賢
の
頃
に
出
來
た
も
の
の
や
う
で
あ
る
。

貯
「積

の
方
法
は
貧
窮
の
村
落
に
は
時
ご
し
て
年
期
を
限
り
免
除
し
た
こ
ご
も
あ
る
が
、
【
般
に
高
百
石
に
付
、
稗

三
石
の
割
で
雑
税
に
擬

し
、
秋
成
を
待
て
徴
放
す
る
あ
の
で
、
こ
れ
を
物
成
稗
ご
構
す

る
。
各
地
に
倉
凛
を
設
け

て
蓄
積
の
増
加
す

る
に
從
て
、
新
倉
を
増
築
し
、
創
始
の
際
よ
あ
明
治
磨
藩
の
時
に
至
る
ま
で
年
々
歳
々
蓄
積
し

の

て
己
ま
ざ
b
し
も
の
で
あ
る
。

天
明
の
後
、
豊
年
相
続
き
し
た
め
、
人
皆
凶
荒
を
忘
れ
、貯
.稗
の
制
度
も
多
少
緩
怠
の
弊
を
生
せ
し
如
く
で
あ
る

が
、
荷
二
十
融
高
儀
を
保
存
し
、
天
保
二
年
に
は
更
に
⊥
ハ
萬
俵
飴
を
増
蓄

し
、
且

づ
之
が
制
規
を
嚴
に
す

る
所
が

の

あ

っ
た
が
、
當
時
稗
倉

は
左

記

の
如

く

二
十

八

ケ
所

に
及

ん
で
居

た
ε

い
ふ
こ
ご
で
あ

る
。

南
郡
。
堀
(茨
城
郡
)

吉
田
〔同
上
)

栗
崎
(剛
上
)

海
老
津
(鹿
島
郡
)

上
戸
(行
方
郡
)

芹
澤
(岡
上
)

下
玉
里
(新
治
郡
)

1)
2)
3)

拙著経済 史考233頁

塙重任、魯水 戸藩救 荒蓄稗牧支方法概記(水 戸藩史料別記上、383頁 以下)

水戸藩史料 別記上 、382頁

■



「

蒐
郡
、
高
野
(那
珂
郡
)

洞
洞
外
宿
(同
上
)

瑞
龍

(久
慈
郡
)

幡

(同
上
)

小
菅
(
同
上
)

小
木
津
(多
賀
郡
)

西
郡
。
戸
村
(那
可
郡
)

菅

谷
(同
上
)

石
塚

〔茨
城
郡
)

欝
井

〔同
上
)

長
倉

「那
珂
郡
)

上
小
瀬

(同
上
)

小
野
(同
上
)

久
那
瀬

(同
上
)

大

内
(同
上
)

北
郡
。
大

里
〔久
慈
郡
)

大

宮
(
那
珂
郡
)

高
姉
〔
久
慈
郡
)

山
方

(那
珂
郡
)

中
染

(久
慈

郡
)

矢
田

(同
上
)

烈

公

は

墜

封

の

始

め

、

気

候

の

不

順

な

る

を

見

て

、

早

晩

、

饑

饉

の

鍵

あ

ら

む

こ

ε

を

慮

り

、

既

に
天

保

元

年

の

⊥
八
月

に
書
を
郡
宰
に
與

へ
て
注
意
す

る
所
が
あ
っ
た
が
、
同
年
十
二
月
、
郡
宰
に
謀
る
に
常
李
倉
を
新
設
し
て
米

償
を
卒
準
し
、
水
旱
不
慮
の
用
に
備

へ
ん
こ
ざ
を
以
て
し
π
。
公
は
從
來
か
ら
同
藩

に
て
行
は
れ
居
り
し
田
殺
人

の

穀

の
制

の
み
で
は
不
十

分
で
め

る
ε
考

へ
、
ま

紀
義
倉

を
越
す
考

へ
も
あ

っ
た
け

れ
こ

も
、
當
時
稗
倉

に
は
二
十

萬
俵
飴

の
野
稗

が
あ
り
、
大

燈
救

飛

の
手
當

ご
し
て
は

、
そ

れ
で
間

に
合

ふ
こ
ご
で
あ
り
、
且
、
稗

の
み
め

っ
ての

も
米

の
貯

へ
が
な
く

て
は
十

分
で
な

い
か
ら

、
衆

僧
の

卒
準
を
期
す

る
常
李

倉
を
設

け

ん
ご
し

だ
も

の
で
め

っ
た

然

し
郡
宰

の
考

ふ
る
庭

で
は

、
救

荒

の
手
當

は
.必
ず

し

も
右

の
二
十

萬
俵

の
貯

稗

で
十

分
で
め

る
こ

い
ふ
わ
け
で

な
く

、
凶
荒

の
備
は
是
非
共

な

か
る
可
ら
ざ

る
も
の
で

あ

る

か
ら
、
先

づ
貯

稗
を

　
層
豊

富

に
し
、
然

る
後
常
卒

　

倉
に
及
ぶ

べ
き
も
の
で
あ
る
ξ
し
、
討
論
審
議
藪
回
に
及
び
し
後
、
公
は
遂
に
郡
宰

の
議
を
容
れ
て
恥
稗
増
額
の

こ

ε

を

決
.行
し
、
内
帑
金
千
両
を
出
し
、
邪
魔
よ
り
四
千
両
を
加

へ
、
.稗
六
萬
俵
を
増
著
す

る
こ
ε

、
な

っ
た

ヘ
ノ

ラ

(騒

僥

三
幅

こ
の
垂
領
の
稗
を
購
入
せ
し
方
綾

叢

記
讐

よ
れ
ば
次
の
㌍

で
あ
る
。

『
我
に
可
買
入
蝕
粟
幾
は
他
邦

に
も
な
げ
れ
ば
、
今
年
畠
高

玉
石
に
付
、
稗
七
斗
五
升
づ

㌧
作
り
候
様
御
国
中

へ
被
仰
付
・
来
れ
和
知
に
五
千
金

な
以

論

叢

水
戸
藩

に
於
け
ろ
各
種
の
貯
穀

第
十
七
巻

(第

五
號

四
五
)

六
四

三

7)同 上 、375頁 以下

1灘 欝 諜。鷺 灘 書参照1職 囎 別言巳一 再



論

叢

水
戸
藩
に
於
け
乃
昏
種
の
瞥
穀

第
†
七
巻

露

玉
號

四
.大
γ

六
四
四

買
入
積
置
べ
き
御
手
嘗
老
農
し
・
本
玉
り
植
民
之
御
心
よ
り
出
候
事
な
れ
ば
、
慨
為
も
貴
く
御
買
上
に
な
円
荒
凶
ざ
申
ぜ
ば
倍
長
の
菩
糧
一ト
し
て
然

も
荒
千
之
金
ば
告
御
国
中
へ
潤
ふ
べ
し
難
有
御
事
な
り
.』。

か
く

の
如

く
救
荒

の
爲
め
稗

を
貯
蓄

す

る
を
急
務

こ

し
、
常
年
倉

の
議

は

　
旦
中
止

ε
な

っ
た
も

の
で
あ

る
が

公
は
後
、
幾

も
な
く
手
元

の
事
業

ξ
し

て
常

卒
倉
を
創

設
す

る
に
至

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
の

こ
ε
は
後

に
述

ぶ
る

所
を
蓼
.照

せ
ら
れ
度

い
。

救

済

の
た

め
に
菩
稗

を
支
出
す

る
に
は

[
定

の
法
が

あ

っ
だ
。
即

ち
鰥
寡
孤
凋

の
類

へ
は

、
偶

人
扶
持

ε
構

し

て

一
日
男
七

合
、女

五
合

の
割

で
終
身

之
セ
輿

へ
.、勢
子

や
三

ッ
子
を
生

ん
だ
者

に
は
其

子

が
七
歳

に
至

る
迄

一
日

男

五
合
女

三
合

の
割
で
年

々
扶
助

し
、
病
難

多
子
養
育

等

の
爲

め
に
貧
困

に
迫
れ

る
者

に
は

「
時
救
興
す

る

こ
ε

、
し
た
。
以

上
は
常

時

分
救
済
方
法

で
あ

る
が
、
凶
年

飢
鰻
等

の
非
常

の
際

に
ば
、
往
昔

の

こ
ご
は
明

か
で
な

い

が
、
天

明
の
飢
餓
、
天

保
四
年

・
七
年

の
飢
饉
等

に
は
、

谷
倉
康

を
開

い
て
貯
稗

を
給
興

し
、
叉

は
賑
貸

し
π
も
の

で
あ

る
じ
殊

に
天
保
七
年

の
場
合

の
如

き
は
対
内

に

一
人

の
飢
死
す

る
も

の
も
な

か
り

し
も
、
そ
の
代

り
に
殆

ん

ご
倉

底
を

綿

ふ
迄

に
貯
稗
を

賑
給
せ
し
も

の
で
あ

る
。

藪

に
於

て
貯

稗

の
必
要

な

る
こ
ε
が
、
一
般

に
諒
解

さ
れ
,

爾

後

一
日

も
貯
穀

な

か
る

べ
か
ら

ざ

る
こ
ε
を
悟

り

、
稗

を
貸
與

さ
れ

π
も
の
は
、
後
年

の
秋
成

を
俟

っ
て
精

々
こ
れ
を
返

納
し
、

こ
分
返
納
額

ε
年

々
の
物
成
稗

ご

で
、
数
年

の
内

に
は
貯

稗
は
ま
た
相
當

の
互
額

に
達

し
、

か
く

て
明
治
維
新

に
及

び
し
も
の
で
あ

る
。
.

終

り
に
籾

を
貯

へ
す

し
て
稗
を
蓄

へ
た
所

以
は
、
東

湖

の
回
天
詩

史

に
説
く
所

仁
よ

つ
て
朋
ら

か
で
あ

る
。

仰

10)同 上 、384頁

丑1)東 湖 全 集 、33頁 、(同書 出 頁 、「常 陸 帯 」の 中 に も この こミ な説 いて 居 る)

.



啄

ち

曰

く

俳

『
薔
米
則
苦
於
以
新
易
奮
-
其
積
粟
亦
不
能
十
年

、
且
財
利
之
臣
、
或
蝋
以
聡
無
術
、
必
生
貸
人
改
息
之
説
、
反
数
年
之
後
、
則
油
負
日
多

、
儲
醤

日
曜

妻

甚
墨

水
鶏

姦

、
以
濟

辞

意

、
馨

之
政
是
以
不
遂
.
蓑

馨

・
則
隼

餐

額
養

、
筵

旗
葺

、
其
術
似
拙
、
而

稜
之
爲
物
、
縄
百
歳
之
久
而
不
製
、
欲
難

之
於
年

賦
豊
縦
之
日
、
則
其
偵
甚
賎

而
無
利
、
用
之
飢
餓
凶
鱗
之
時
、
則
昧
濛

雨
善
蝕

云
々

.

■
一、
烈
公

の
義
倉

計
蜜

。

こ

Y
に
述

べ
ん
ご
す

る
所

の
も

の
は

烈
公

が
L⊥
述

の
稗
倉

の
外

に
、
別

個

の
義
倉

を
設
け

ん
ご
し
た

こ
ざ
足

れ
で

あ

る
。
前

に
述

べ
た
如

く
烈
公
は
天

保

元
年

末
よ
り

、
常
ギ
倉

を
設

け

ん
ざ
す

る

考

へ
が

あ
り

、
郡
宰

ε
謀

っ
て
先

づ
好
餌

増

加
の
方

を
實

現

し
た

わ
け

で
あ
る
が
、

を

の
購

の
公

の
手

書

に
は

明

か

に
義

倉

計

煮
の

こ
ざ
が
洩
ら

さ
れ
て

み
る
。

・∫
の
方
法

は
手
元
よ

り
三
千
両
を
出

し
、
郷
村

の
富
者

よ
り
七

千

両

を
出

さ
し
め
、
當
聴

は
米
債
高
直

の
際

で
あ

っ
た

か
ら

、
暫

く

こ

の
資
金

を

そ
の
ま

、
貸
付

け
て
利
殖
を
計

b

こ

の
元

利

曾
を

以

て
米

償

の
下
落

し
た

こ
き

に
、
米

を
買

入
れ
、
救

荒

の
手

當

ε
す

る
に
在

る
。

公
は

こ
れ

ε
同

特

に
常

牛

舎
の
目
論
見
を

し
述

べ
て
お
り
、
郡
.宰

ε
の
協
…議

に
於

て

は
義
倉

よ
b
も
寧

ろ
常
卒
倉

の
方

が
主

ご
な

り
、
義

倉

設

立
⑳
ご
ε
は

あ
ま

り
多
く
諭

せ
ら
れ
す

し

て
其
儀

ご
な

っ
た
が
、
常

孕
倉

も
亦
後
廻
し

ε
し
て
、
先

づ
貯
稗

増
額

の
こ
ε
を
決
行

し
た
次
第

で
あ

っ
た
。

越

え
て
安
政
三
年
五
月
烈

公
は
天
候

の
不
順
を

慮
り
、

郡
奉
行

に
令

し
て
人
民

に
諭

し
て
凶
蒐
を
忘

る

、
こ

ご

な

か
ら

し

め
、
入
胤

に
は
再

び
義

倉

法
を
立

て

、
藏

奉
行
郡
奉
行

を

し

て
協
議

計
謁

せ
し
む

る
庭

が
あ

っ
た
。

當

論

叢

.

水
戸
藩
に
於
け
ろ
貸
種
の
貯
穀

第
十
七
巻

(第
五
胱

四
七
)
.
六
四
五`

1)水 戸藩 典料 、別 記上 、367頁

」...



b

論

叢

水
戸
藩
に
於
け
ろ
各
種
の
貯
穀

第
†
七
巻

(第
五
號

四
八
)

六
四
六

時

既

に
常
孚
倉

は
存

在

し
て

お
つ
π
が
、
大
事
攣

に
際

し
て
は
常
雫

倉

の
み
で
は
未

だ
対
内

の
民

を
安

ん
ず

る
に

の

足

ら

す

ξ

し

、

藪

に

義

倉

を

説

く

る

こ

こ

を

勧

め

た

も

の

で

あ

る

。

そ

の
手

書

に

曰

く

『
常
平
の
仕
法
に
、
是
迄
之
通
り
致

し
置
、
右
穀
之
中

ム
リ
旗
分
村

々

へ
.兀
木
炬
出
し
豪

農
義
民
た
募
り
積
米
致

さ
ぜ
、
小
氏

よ
り
も
年

々
出
來
秋

に
至
り
少

々
.つ
、
出
さ
ぜ
、
義
倉
之
法
な
立
、
萬

】
大
凶
荒
有
之
候
共
、
村

々
三
年
之
食
料
に
指
文
無
之
、
叉
非
常
之
義
異
艦
之

一
事
有
之
節
に
も

合
R物
無
之
俟
て
ば
如
何

ぐ」も

可
致
様
無
ナ
　事
故

、
郡
官
H北
八相
…談

に
て
常
平
ば
常

平
に
て
是
遙
一己
涌
』り
に
い
た
し
.、
外
に
義
倉
¶為
村

々
へ
初
便
て
博μ
如

何
可
有
之
や
、
幸
富
年
杯
ば
水
戸
も
上
作

ピ
被
察
候

へ
ば
當
年
よ
り
初
便
て
は
如
何
』
黛

々

こ

の

計

書

が

如

何

に

し

て

進

め

ら

れ

定

か

ε

い

ふ

こ

ε

は

明

か

で

な

い

が

、
「
水

戸

藩

史

料

」
に

は

「
是

軋

り

以

後

各

郷

村

に

て

は

、

往

々
従

前

の
溜

穀

藏

な

る

も

の

を

基

本

ご

し

て

、

義

倉

の

法

を

設

け

、

漸

次

擬

張

し

把

り

`

云

のふ
」

ご
書

い
て
あ
る

か
ら

、
新

に
義

倉
を
設

く

る
こ

ご
な

く
、
従

来

か
ら

あ

っ
た
溜
穀

を
櫃
躾

し
た
位

の

こ
ご
は

行

は
れ
陀

の
で
あ
ら

う
。
然

し
私

の
見

る
所

で
は

、

こ
の
溜
穀
は
社
倉

た

る

べ
き
性
質

の
も
の
で
は
な

い
か
ε
思

ふ
。
次
節
を
参

照
せ
ら

れ
た

い
。

第
三
節

肚

怠

り

肚
倉

は
既

に
述

べ
し
如

く
、
多
数

の
者

が
任
意

に

そ
れ
ム
＼
身

分
相
悉

に
出

し
合

っ
て
各

居
村
庭

々
に
貯
穀
を

な

し
、
自
治
的

に
嘘

理
せ
ら

る

、
備
荒
貯
蓄

で
あ

る
。
水
戸
藩

に
於
け

る
貯

穀
中

に
は

、
之

に
厨
す

る
も
の
が
、

凡

そ
二
種
類
あ

っ
た
も
の

.、
如

く
で
あ

る
。

2)臥 上 編 龍 巻 、889頁

3)「 同 上 、8go頁

1)吉 田著 、 経 済 史 考卜、23斗 頁



■

一
、
計
…倉
。

安
政

の
初

め
各
地

に
.天
璽
地
妖

あ
り
、
旦
外
船
の
我
国
に
來

る
あ
り
て
内
外
頗
る
多
事
で
あ
っ

た
が
、
齋
昭
は
此
際
又
々
貯
穀

の
忽

に
す

べ
か
ら
ざ
る
こ
ご
を
誘
き
、
安
政
二
年
正
月
元
日
郡
奉
行

に
令
し
て
人

助

民

に
諭

し
て
各

自
米
穀
を
貯
賊
す

る

こ
ε
に
努

め
し
め

た
。
「
水
戸
藩
史
料
」
に
は
次

の
如

し
論

じ
て
居

る
。

『郡
奉
行
に
令
し
て
蓄
・糧
な
計
ら
し
め
た
る
ば
、
是
れ
常
平
倉
等
の
貯
蓄
建
μ
全
く
別
途
の
法
に
喘
す
み
な
り
。
是
蕊
り
発
き
縄
界
改
正
の
功
な
竣

る
や
(弘
化
元
年
甲
辰
春
碁

郡
宣

村

冠

の
制

に
因
り
て
祭
田
爾

』

祭
典
あ
ろ
毎
に

一
村
罹
り
て
砒
前

に
會
し
・
神
酒
赤
磐

頒
賜
』

そ

の
盤
禁
国
よ
り
.攻
め
た
ろ
米
穀
匡
「
之
た
社
倉
に
蓄
ふ
ろ
の
法
あ
り
o
叉
各
部
村
に
貯
穀
の
法
存
設
く
ろ
も
の
あ
頃
。
所
謂
義
倉
な
ろ
し
の
是
な
り

黙
れ
こ
も
是
等
に
昏
郡
村
]
定
の
法
あ
る
に
非
す
、
そ
の
行
否
蓄
積
の
多
少
等
ば
各
其
の
地
利
、
人
和
の
如
何
に
在
り
、
足
れ
郡
奉
行
に
於
て
、
元

も
奨
励
を
要
ぜ
し
所
た
ろ
べ
し
』

こ
れ

に
よ

れ
ば
民
間

に
は
二
種

の
貯
穀
が

あ

っ
て
、

一
は
聯
肚

を
中
.心
芭
せ

る
も

の
、
他
は
各
村

、
別

に
貯
殺

せ
る
も

の
で

あ

っ
て
、
後

者
は

「
所
謂
義
倉

な

る
も

の
是
な

り
」

ε
あ

る
が
、
そ

の
性
質
は
義
倉

で
は
な
く

し
て

.肚

倉

た
る

べ
き
も

の
で
あ

る
。
藪

に
は
先

づ
前
者

の
も

の
に

つ
い
て
述

べ
て
見
た

い
。

既

に
述

㎡
た
如

く
、

礼服
倉

は

元
來
村

里

の
人

々
が

,各

自

に
旧

し
合

ふ
意
味

で
あ
.つ
て
、

そ

の
所
謂
肚

は
秣
肚

の
肚

で
は
な
く
し

て
、
肚

團

の
肚

で
あ

る
が
、
.後

に
は
肚

倉

を
作
ら
し
む

る
方
便

ξ
し
て
肚

倉

ご
瀞
肚

ε
を
結

び

付

け
、
紳
肚

の
倉

庫
な
ご

の
意
味

で
百
姓

に
申
し
諭

t

て
起

し
た
耐
食

が
少

く
な

い
、

こ
れ
即

ち
棘
肚

中
.壇
の
肚

む

倉

で
め

つ
て
、
水

戸
藩

の
耐
食

も
明
か

に
こ
の
種

の

も
の
で
あ
る
。
前
掲
表
敬

四
年

の
貯
穀
高
調

に
「
鎮
守
初
穂
」

置
あ

る
は
、
帥
ち

こ
の
肚
倉

の
貯

穀
を

い
っ
た
も
の

で
あ
ら
う
。

.

論
.
叢

水
戸
薄
に
於
げ
る
各
種
の
貯
穀
.

第
十
七
巻

み
第
五
號
.

四
九
)

六
四
七

2).卜 編 龍 巻 、886頁

3>才 出著 、 脛 濟 史 書 、234頁

一...



論

叢

水
戸
藩
に
於
η
る
各
極
の
貯
穀

第
十
七
巻

(第
五
號

五
〇
)

六
四
八

二
、
溜
穀
。

溜

穀

に

つ
い
て
は
、
上
記

の
肚
倉

ご
同
様

、
精
細

な
る
こ

ぜ
は
知
ら

れ
て
居

な

い
が
、
天
保

二

年
正
月
廿
九

日

の
公

の
手
書
を
見

る

ご

、

『愚
味
博
聞
、
義
倉
は
今
民
間
に
有
之
溜
穀
の
類
に
而
、
富
人
げ
穀
物
多
く
出
し
貧
人
は
少
く
出
し
、
年
々
溜
謄
、
凶
歳
の
師
ば
右
の
倉
な
開
き
貧

人
々
救
候
由
、
密
な
分
ち
貧
な
賑
す
、
其
情
義
に
合
候
敷
義
倉
ミ
妾
出
、
さ
マ
れ
ば
村
村
へ
相
識
、
溜
穀
い
た
さ
ゼ
、
凶
年
の
備
に
致
候
方
義
倉
の

意
に
合
可
申
欺
」

ご
あ

る
。
叉
前
述

の
如

く

、
麦
歌
三

年

の
烈
公

の
義
倉

討
議

の
結
果

ご
し
て
、

こ
の
溜
穀

が
握

張

さ
れ
た
ε

い
ふ

こ
ε
で
あ
る
。
更

に
ま
た
上
記
の
魏

中

一6
の
肚
倉
を
説
け
る
條
に

「
又
各
郡
村
に
貯
穀
の
法
を
説
く
准
も

の
あ

め
。
所
謂
義
倉

な

る
も

の
足

れ
な
り
」

云

漁

ご
あ

る
が

、
.こ
れ
は
恐

ら
く
、

こ
の
溜
穀

の
こ
ご
を
指

し
た
も

の
で

あ
ら

う

ご
考

へ
る
。

要
す

る
に
溜
穀

な

る
も

の
は

、
民

間

に
於

て
設

け
し
貯

穀
で

あ

っ
て
、
そ

の
性
質
は
肚
倉

陀

る

べ
き
も

の
ε
考

へ
ら

れ

る
。

塙

重
任

の
「
奮

水
戸
藩
救
荒
蓄

稗
牧
支

方
法
概

記
」
に
は
、
天
保

二
年
貯

稗
増
蓄

の
際

『
民
間

に
て
も
英
風

を
仰

ぎ
友
救
穀

ε
稠
し

て
新
蓄

を
企

て
た

る
者
多

(
出

で
た

b
」

ビ
あ
る
が
、

こ
れ
も
恐
ら

く
は
、

こ
の
溜
穀

ご
同
性

質
の
も

の
で
あ

っ
て
、

か

、
る
別
名
を
稽

へ
て
居

た
も

の
で
は
な

か
ら
う

か
ざ
思

ふ
。

趾
倉

に
し

て
も
溜

穀

に
し
て
も
、
民
間

の
樽
穀

で
あ

り
、
而
も

「
是
等

は
各
郡
村

一
定

の
注
あ

る
に
非
す

、
そ

の
行

否
蓄

積

の
多

少
等

は
各
其

の
地

利
人

和
の
如

何

に
在
り
。
足

れ
郡
奉

行

に
於

て
尤

も
奨
勘

を
要

せ
し
所

た

る

r

1)水 戸藩 史料 、別 記上 、370頁

2)同 上 、385頁



■

べ
し
』

ε
あ

る
か
ら
、
そ

の
事
業

は
自
治

的

に
村
民

の
問

に
於

て
庭
理

さ
れ

て
居

た
も
の
で
あ

る
こ
ε
は
明
ら

か

で
あ
り
、
耐
　倉
た

る
.べ
き
性
質

の
も
の
な
る

こ
ε
は

疑

ふ

べ
く
も
な

い
。

第

四
節

其

他

の
貯
穀
圏

.
以
上
説
き
し
各
種
の
貯
穀
の
外
に
、
義
倉

・
肚
倉

に
属
せ
ざ
る
も
の
が
あ
り
、
ま
把
そ
の
性
質
の
判
明
せ
阻
も

の
も
あ
る
。
順
次
に
之
を
述

べ
や
う
。

「

懐
物
及
び
手
元
貯
穀
。

優
物
ε
い
ふ
の
ゼ
手
元
ξ
い
ふ
の
も
、
何
虹
も
藩
政
府

の
財
政
上
り
濁
立
し
て

藩
主
の
手
元
で
行
は
れ
π
糧
の
貯
藏
で
あ
る
。
然
し
前
者

は
祀
宗
以
來
遺
心
お
か
れ
た
も

の
で
あ
り
、
後
者
は
烈

リ

へ

公

の
ご
き
に
至

っ
て
別

に
作
ら

れ
た
貯

穀

で
あ
る
。

こ
の
こ
ε
は
烈
公

の
手
批

に
.
『
懐
物

ε
申
は
先
代

よ
り

の
品

.

に
而

、
手

元

ε
申
は
我
等
代

よ
り
初
申
候
事

に
而
」

云

々
ご
あ
る

に
よ

っ
て
も
明
か

で
あ

る
。
ま

た

『
警

束

の
懐

物

ε
申

家
僕

分
は
や
は

り
是
迄

の
通
り

に
致

し
來

、

跡
埋
有

之
次
第
、

如
先
年
貯
世

可
申

候
」

ご
あ
る

か
ら

、
烈

の

公
の
時

に
も
、

こ
の
懐
物

は
引
続

き
存

在

せ
し
も
の

で

あ
り
、

且
政
府

に
流
用

す
る

こ
ご
を
認

め
て

お

つ
だ

も
の

で
あ

観
。
即

ち
嘉
永

二
年
閏

四
月

に
は
財

政
窮
追

の

π
め
懐
物

か
ら
融

通

せ
る
事
實

が

あ
る
。

.

烈
風
の
喜

に
設
け
ら
れ
だ
手
元
貯
繋

る
も
の
は
、
即
ち
皐

倉

の
前
身
砦

べ
き
も
の
で
あ
る
が
〔澱
継
)
、

嚢

に
政
府

の
財
政

ε
匠

別

し
、
之

を
流
用
す

る
こ
ご
を
許

さ
す

「
直
書

を
以

、
下
知

不
徴

候
内
は

一
粒

だ
り
共
裏

論

叢

水
戸
藩
に
於
げ
ろ
各
種
の
貯
穀

,

第
十
七
巻

(第
五
號

五
一
)

六
四
九

1)水 戸 藩 吏 料 、 別 記 、下 、斗35.6頁

2)同 上 、438頁

5)同 上 、4め,斗33頁

4)同 上 、451頁

■



論

融
凧「

本
旨戸
藩
「「於
由り
ゐ
各
諏幌
の
脳灯
毅

第
十
七
巻

(苗夘五
號

五
二
)

占ハ玉
Q

り

に
出
し
車
町
敷
事

」
ε

て
、
特

に
厳

重
な

制
規
を

設
け

た
も

の
で
あ

る
。

(琶

然
し
天
保
四
年
及

び
八
年

の
凶

の

荒
の
際
に
は
手
元
貯
穀

か
ら
籾

一
萬
三
千
俵
飴
を
郡
靡
に
下
げ
、
以
て
窮
民
を
救
済
せ
し
め
た
。

天
保
+

一
年
十
月

の
調
査

に
よ
る
ご
御
,優
物
は
其
時
、
輝
五
千
六
亘

二
十
八
俵
、
手
元
貯
穀
は

…
萬
八
百
六
十

の

八
俵

を
存

残

し
て

お
り
、

こ
の
年
元
貯

穀
が
、
後

に
常
卒
倉

ぜ
し

て
引

縄

が
れ
た
も
の
で
あ

る
。

御
帳
物

一
籾

十
萬
六
千
二
百
七
十
二
俄

雨

糎

+
萬
六
百
三
+
四
俵

右
は
享
和
二
成
年
回
文
化
二
丑
岡
三
蟹
文
政
四
日
同
五
千
同
六
木
天
保
八
面
年
迄
追
々
御
下
げ
に
罷
成
使
分

残

叡
五
千
六
百
三
十
入
俵
.

常
時
全
く
御
有
物

御
手
元
御
好
之
御
分

「
糎

二
萬
三
百
十
【俵

一
級

四
千
俊

、
右
ば
役
所
仕
法
々
以
て
溜
置
候
分
當
夏
中
据
上
候
御
分

布
二
口
〆

。

籾

二
萬
四
千
三
百
+

一儀

丙

籾

[萬
三
千
四
百
十
三
俵

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ロ

　

　

　

　

　

　

右
は
天
保
四
巳
年
同
八
面
年
御
下
げ
に
罷
成
候
御
分

残

像

】寓
八
百
六
十
八
俵

冨
時
発
御
有
物

5)同 上 、434、437頁

9)同 上 、43昏7頁

辱



要

す

る
に
手

元
貯
穀
は
後

に
常
千
倉

ε
な

っ
た

も

の
で
あ

る
が
、
懐
物
は

藩
主
自
身

の
財
穀

で
め

つ
て
、

も

ご

欲
り
義
倉

で
も
な

く
、
耐
食

で
も

な
く
、
凶
荒

の
た

め
の
み
な
ら
す

、
政
府

財
政

に
流

用
せ
し
も

の
で
全
く

別
途

の
貯

殻

で
あ

る
。

(註
)天
保
六
年
、
藏
奉
行
に
訓
示
ぜ
し
手
話
国玉
『手
元
貯
に
金
紋
共
に
側
用
人
甚
五
左
術
門
(大
久
保
忠
臣
)通
事
金
加
役
市
川
市
平
等
三
人
へ
伸
付

時
々
指
固
い
れ
し
候
事
障
候
へ
ば
宿
懸
り
へ
11
手
元
の
儀
ば
無
伏
臓
可
申
聞
、
其
外
政
府
勘
定
奉
行
等

へ
に
一
切
手
元
の
儀
は
不
申
懐
い
た
し
可

中
使
、
兎
角
勝
手
方
へ
貸
し
出
し
候
へ
ば
-
上
納
に
相
成
雛
以
々
迷
惑
致
し
候
。
何
れ
此
上
「
工
夫
に
而
貯
敷
十
萬
位
ば
直
々
に
出
来
候
嫌
い
た

り

」
爲
見
可
申
候
』

云
々
ミ
あ
り
、
十

「
奪

の
手

兀
野
萩
有
高
の
親
骨

に
つ
い
r、
蔵
奉
行
の
付
箋

に
に

『
残
像

「
萬

八
百
六
十
入
俵
右

は
全
御
手
元

御
片
敷

に
而
何
方

ド
而
も
承
即
不
仕
御
品
に
も
御
座
候
間
』
去

々
ご
あ
っ
鮪
、
手
元
貯
穀
が
他
の
貯
栽

や
政
府
の
財

政
か
ら
嚴

に
匠
別
さ
杜
て
農

た

.
ミ

に
明
か
で
あ
る
。
か
く

り
如
く
嚴
重
に
距
別
し
て
蓄
積
し
た
所
以
に
、

一
意
-
相
當
の
貯
籾
葎
寛
現
し
・
そ
れ
な
基
礎

ε
し
て
常
早
智
存

確
立

ぜ
ん
ご
し
た

る
に
閃

ゐ
。

}

二
、
郡
廉

の
貯
.穀
。

常
李
倉

.耐
食

・義
倉

の
外

に
郡
聴

の
貯
穀

の
あ
る

こ
ご
は
前

掲
の
安

政
四
年

の
貯
穀
調

に

『
役
所
貯

並
鎭
守
初

穂
溜
穀

等
」

ε
め
b

、
そ

の
説

明

に

『
郡
廉

の
貯

穀
及

び
肚
倉
義
倉

の
類
を

い
ふ
」

ε
あ

る
に
因

っ
て
も
明

か
で
め
る
。

然

し
何
時

か
ら
出

来

て
如
何

に
組
織

さ
れ
管

理

さ
れ
利
用

さ
れ

て
居

π

か
は

全
く

不
明
で
あ

る
。
然

し
.葱
ら
く
は
郡
.聴

の
貯
穀

ε
し
で
存

す

る
も

の
で
め

る
か
ら

、
徴
税

の

一
部
を
割

い
て

こ
れ

に

.

充

て
た
も

の
で
あ

っ
て
、
凶
荒

の
だ
め
に
備

へ
、
叉
幕
末
多
事

の
際

で
あ

る
か
ら

軍
事
に
も
用

み
た

も

の
で
あ
ら

う
ε
考

へ
ら
れ

る
。
則

ち
義
倉

に
近

き
性
質
を
有
す

る
も

の
で
あ
ら

う
け
れ
ざ
も

、
他

日
新

史
料
を
聾

見
す

る
に

論

叢

水
戸
藩
に
於
け
ろ
沓
種
の
貯
穀

第
+
七
巻

(第
五
號

五
三
)

六
互 7)同 上 、433頁

8)同 上 、438頁

ヤ



「

、

論

叢

水
戸
藩
に
於
け
ろ
各
種
の
貯
穀

第
+
七
巻

(第
五
號

五
巴

宝

三

井

れ
ば

こ
の
こ
ご
は
決
定

し
難

い
。

*

*

*

*

曇

.

以
上
敷
節
に
亘

伽
て
水
戸
藩

に
於
け
る
各
種

の
貯
穀
を
論
じ
π
。

そ
の
中

に
は
義
倉
た
る
べ
き
も
の
も
あ
り
、

社
倉
た
る
も
の
も
あ
る
。
ま
蕪

ら
ざ
る
も
の
も
あ
る
。
求
愛

義
公
暴

存
す

る
も
の
も
あ
り
、
烈
公
の
時
代

に
馨

さ
れ
た
も
の
も
め
る
・
然
し
何
れ
に
す
る
も
烈
公
の
力
餅
勤
倹
の
政
策
に
よ
っ
て
、
.れ

等
の
貯
穀
が
公

の
ご
き

に

一
層

の
獲
展

を
な
し
π
も

の
な

る

こ
ε
は
論

ず

る
迄
も

な

い
。

こ
れ
め
る

に
よ

っ
て
、
幕

末

の
天
災
地

愛
野

聾

・
外
警
導

に
到

る
時
に
廃
し
て
、
.備
荒
に
軍
備

に
遺
憾
な
き
を
期

し
得
た
も
の
で
あ

っ
て
、
天
保

七
年
の
大
凶
荒
の
際

に
も
藩
内

に
は

一
人
の
餓
華
を
も
見
な
か

っ
た
ε
禰
せ
ら
れ
て
る
る
。

然

し
貯
穀
策

ご
し
て
烈
公

の
最
も
力
を
用
み
し
も
の
は
、
義
倉
に
非
す
、
耐
食

に
非
.す
、
實
に
常
孕
倉

そ
の
も

の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
公
は
襲
封
の
後
、
問
も
?

常
平
倉
案
を
享

、
・
都
窪

謀
り
、
自
ら
内
帑
金
を
割
き

て
、
先
づ
手
元
貯

穀

ざ
し
て

こ
れ
を
始

め
、
.救
荒

に
、
穀
償

の
調
節

に
、
叉
軍

備

に
、

こ
れ
が
用

を
全
う

せ
し
も

r

の
で
め

っ
た
。
常

李
倉

の
顛

末
は
私

の
こ
の
研
究

の
主
眼

た
る

べ
き
も

の
で
あ
る
。
則
ち
稿
を
改

め
て
詳
細

に
之

を
論

せ
ね
ば

な
ら

ぬ
。

(完
)

■


